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有明海の高度利用iζ関する基礎的研究
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This investigation was carried out in the 1975 fiscal year， asone of the wide剛ranging
i.mdamental studies on the utilization of the ArialωSea. The items of the investigation 
conducted at the laver grounds along the guts of the Rokkaku and th巴 HayatueRivers 
were: 
(1) The measurements of the t巴mperature，th巴 flowdirection， the flow velocity， 
the concentrations of chloride and nutrients， the mud content in sea water， on the 2nd 
(neap tide) and the 7th (flood tide) of Al叩1St.
(2) The measurement of the accumulation depth of mud. 
(3) The measu陀 mentof the physical properties of the bottom soil. 
The following results were obtained from the investigation. 
1. The sea water temperature was 250C to 340C. 1t increased with close relationship 
to the increasing ofthe mixing rate offresh water from the river. 
The difference of the sea water temperature between the upper and the middle layers 
was larger at the neap tide than at the flood tide. Fur‘thermore， itwas larger during the 
rising tide than during the lowering tide at the neap tide. 
2. The sea water velocity became maximum at the mean sea water level and zero at 
the lowest and the highest sea water levels. 
The value of the maximum velocity was 0.5 mjsec at the neap tide and 1.6 mjsec at 
the flood tide. 
3. The variation with time of the concentration of chloride was closely relat巴dto that 
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of the sea wate1' level at the flood tide. On the othe1' hand， itwas ve1'y irregu1ar at the 
neap tide. 
Generally， the concent1'ation o[ ch10ride was 1arger in the middle laye1' than in the 
upper 1ayer二andthis di釘erencewas larger、cluringthe rising tide than during the lowe1'ing 
ticle. 
4. The variation o[ the concentrations of nut1'ients with time was elose1y 1'elated to 
that o[ mixing rate o[ fresh watcr at the floocl tide. 
5. The mud content in the sea water variecl remarkably with time in the area whe1'e 
the water clcpth was relatively shallow and the 1'ivc1' watcI、casilyflowed in. 
The variation o[ mud conlent was very small at thc ncap ticlc. It b巴cam巴maXlmum
at the mcan sea watc1' level and minimum at thc lowest ancl lhe highest sea wate1' levels， 
at the flood tide. 
6. 1n general， mud accumulations occurred at the a1'ea where the sea water depth 
W出1'elativelyshallow ancl scourrings of thc bottom soil occurred alo時 theguts o[ 1'iv巴1's.
The year1y accumulation depths calculat巴df1'om the data at the neap tide and at the 
floocl ticle were 1.8 cm ancl 15.9 cm respective1y. 
まえがき
有明海浅海域は， j例の大きなす二満差と，多くの河川から流入する微締な土粒子によって年々干
潟が発達し，干妬造成適地となる一方，海昔話It坊としても最適な条件どを備えている.このような
海域にbいて，ニfj石地と海苔i，(坊との競合を避け，総合的開発利用を行なうためには，浅海域の
海象現象を解明する必要がある.
本報告は，これらの問題点を解明するために，昭和50年度に六角)1/，平日E江川のミオ筋を含む
浅海域に沿いて，流向，流速， 7](温，塩分濃度，栄養盗濃度なよび浮泌の流動JO!Ii積などについて
一斉観測を行ない，その結果をまとめたものである.
1 調査概要
1.1 海象調査
1.1.1 調査月日bよび測点
昭和50年8月2B (小潮)と 8月7EI (ほほ大潮)の2聞にわたり，六fiJ川からび平洋江川の
ミオ筋を含む~-1.1. 1 K示す地域内の30カ所の測点にかいて海象調査を行なった.ただし，悶-
1.1.1にかいて番号にアンダーラインを付した測点は栄養塩濃度測定J誌である.また測定符刻は
7時30分から19時30分までの11寺閥毎である.なまf調査船の都合などにより 81待から測定を開始
した拠点がある.
1.1.2 調査項自立公よぴ方法
調査項目立fよび方法についての概路を表-1.1.1P::示す.
1.1.3潮位
調主菱自の伎の江港iζ.:b'ける満泌j・ニfimのi時刻なよびIli9H立を表-1.1.21と示す.
1.2 浮泥堆積・洗扱盈調査
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表-1.1.1 溺査;民自・方法
lJ~ 自 依 'im Js L Ji ?公
7l< ?x! 制採用レッド
流 [1司 表}百 ブJ位周磁石
むit 述 ノ 浮子
オt i1t ノ 1+'腐(氷雨下 2m) 滋皮言十(深水後)
立法分泌 i交 λγ 11 硝酸銀i応主立法
浮 泥 ;ほ 11 /.ソ 後述
栄養;磁波皮 λソ 11 後述
務i 流 船佼測定機によるプイ追跡
図-1.1.1 毎委主調査測点位置図 程1-1.2.1 手泥堆積il調査位置図
関-1.3.1 海底ニkニ仁質調査位際関
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表-1.1.2 満潮・干潟のn寺主IJ;t'よび湖佼
)i 日 泌 i骨j 千 湖
3 : 21 1.62m 10: 11 -1.02m 
8月2Fl 
17: 07 1.3'1 23: 00 一0.25
9: 07 2.77 3・15 1.56 
8月7日
21: 53 3.06 15: 27 -2.67 
浮泥の堆積、おpよび洗扱:廷を測定するために，昭和50年7月ならびに9月に来与賀地先に竹ぐい
をたて，調査を開始した.竹ぐいの設置位置を間一1.2.11(示す.ζれは竹の天端から潟函までの
長さ母子定期的iζ測定し，これから堆:ft'iあるいは洗抑量を求めるものである.このような調査はそ
の現象からして当然長期的なものであり，今後継続して行なう予定である.
1.3 海底土の土質調査
浅海域lご堆積する浮泥の物理的性質を明らかにするために，関-1.3.11乙示すように浅海域に4
本の誤日記長，つまり，
① 早津江JIミオ筋沿い 6点
@八回江東側流路沿い 4点
@八回江西側流路沿い 4点
① 六角)1ミオ筋沿い 7点
を設け，全部で21点から試料土を採取した.これに対してこt粒子の比重試験ならびに粒度試験を
行なった.
2 調査結果と考察
2.1水湿
海水の水温は採水装段により採取したものにアノレコール混皮計を知人して行なった.測定深さ
は海部(上溜)と海街 F2m(中j箆)の点である.
水温は気温，河)11水浪人率かよび潮流などによって影響されると考えられ，測点の平面的位置，
海面下の深さj当、よび測定時刻によって変化する.したがって測定値は測点笥Hζ，iた測定時間絡
に複雑な挙動を示している.
2.1.1 水温と河)iI水混入率の関係
水温は前述のように種々の要簡によって変化するが，河川l水が海水中に流入する程度によって
も大いに彩饗されると考えられる.そこで海水中に混入する河川水の量を示すために河川水混入
率を後述する塩分濃度を用いて次のように定義した.
河川水混入率=1ー盟主重金提監
最大塩分濃度
これは純海水と河)1水の混合水(全体を1とする)中lζ占める河川i水の比率を示すものである.
河川水混入率と水混の関係を，気温の影響をi徐くために同一時刻毎に整理した.その一例を
鴎…2.1.1ζ示す.ζ の結果，71<温が河川水の影響をかなり受けていることが理解される.しかも，
河川水混入率の増加に伴って水温が増加している.ζのζとは夏期にないては海水よりも河川水
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が温度が商いと考えなければならない.さらにこれが2.1.2の現象を裏付けることになる.
2.1.2 J:，中間水混の比較
水混の測定値より(上!週水温一J:¥l腐水混)によって温度差を求めると，小潮時 (8n 2日)で
は十5.5--2.80C (平均値1.80C)，大潮時 (8月7臼)では十2.0--2.40C (平均依 O.lOC) とな
り，大潮時に比べて小j即時の方が視度震がかなり大きい.これは大潮時には湖主主が大きく，した
34
18 )'1 2日 8J17EI 
。 。 30 鈎。 。 。。。 曜語。
水 OD @ 。 匁%。 28 趨置曜語。 。 G殴 。曜語。y孟 o .使軍事00
("C) 30 
:"1.⑬ 
曜摘額ぬ
@oJ 
@ 需静 8 26 回曜器 @ 
28十 画母
14時30王子
24 
14時30分
O 0.1 0.2 0.3 O 0.1 0.2 0.3 0.4 
河川水浪人本 i可I1ノド混入i;f:
~1-2.1.1 *滋と河川*1，見入率の関係
がって流速も大きいために，鉛直方向の混合が活発に行なわれ，上，中腐の温度差がほとんどな
くなるのに対して，小潮時にはこの逆の現象となって，撮度差がかなり明確にあらわれるものと
考えられる.これについては塩分濃度や浮泥設の測定結来も同様な傾向を示している.
次l乙，小潮時について問一時刻毎l乙会測点の温度差の平均値を求めたものを表-2.1.11[示す.
表 2.1.1 J二，中腐~\il. J度差平均値 (8 月 2 臼:小潮〉 (単位:OC) 
守二 i幼 10:11 総務~ 17:07 
ζの結果，上，中鼠の温度差は上げ潮1糾乙大きくなり，最大値 2.50Cを示し，下げ潮時i乙値は小
さくなる.この傾向は夏期lζbいては，海水よりも河JI水の温度が高く，上げ潮時に海水ががITJI
水の下にくさび状lζ入りこむためであろう.
2.2 流向，流速
2聞の調査にかける測定結果から，池間上lζ時刻別lζ記入したもののうち上げ潮時と下げ潮時
の一部を図-2.2.1，2.2.21乙，また流速と水深の時間的変化の数例をj話 2.2.3，2.2.41乙測点別に
示す.
36 佐賀大学j災学;総線第41号(1976)
一般に流速は潮位によって変化する.つまり満潮時と子潮時に最小舗を示し，上げi制1，下げ潮
時の王子均水深に近いと ζろで段大依を示している. 8月2日の小潮1れとはiM位の変化が小さいた
めに，流速の変化も比較的小さく，最大流速は約 O.5m/sec程度である.また8月7日は大潮で
あり， 8月2日とは逆lと流速は非常に大きく変化し，最大流iliは約 1ふn/sec(訟IJ点225)となる.
一方，本地域のような浅海域にかける流向は，湖浸，水深かよび海底地形などによって複雑な
挙動を示している.調査地域は主として底追干拓地先から有明干拓地先にわたっているが，海底
地形は尽!jkfr江，筑後川本流地先はミオ筋が縦横l乙発達し，額一2.2.51乙示すように複雑な等i湾総を
示している .ζれに反して国j径二子桁かよび東与賀子1ft地先は絞コウ配でつながってbり，この1m
関…2.2.1 流i匂・流jili(8 J.l2臼〉
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関一2.2.2 流向・流速 (8J.l7B)
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関 2.2.4 流速と水深の関係 (8月7日〕
を早i!江JIなよび六魚川のミオ筋が走っている.
8月2日の小潮時の 7JI寺30分から 9時30分までの下げi幼時には171津江JIのミオ筋の影響を受け，
流向は南西に向っている.六角川は有明干拓:ltl!先が千出し，むしろ itJ~こ流れるので，両者のミオ
筋 fC沿って流下する海流は手frYl干拓地先の深水l~11で合流し，海域全体の流向は反時計廻りの流向
を示している.11時30分から16時30分の上げiJ;gJ持には，北上した海流はミオ筋を;迎上し，次第lと
主己主1江J1 ~ζ流入する流向がまさり，全体としてはi時計怒りの流向となる.満干潮前後の 1 時間程
度は海流は停滞する.
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8月7日の大潮時の121貯30分から13時30分までの下げ潮1れこは平津江JIのミオ筋沿いの流向は
南西で流速もはやく，これが六角川iの市流と合流して，小潮時と悶様に反時計まわりに廻転して
いる. とげ討yJIl'!jの161Hf30分から19狩30分までは海流は北流し，時刻と共l乙時計ーまわりとなってい
長1復 IJ
/ JiI 
長官j
IfJ 
間一2.2.5 淡海域の等深線図
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る.
この地区のifiJ流の特徴は海底:Jllil診bよびミオ筋の影響が強いことである.海底がiおい東与賀地
先は王手i'f~i'工JII ，六角川のミオ筋にはさまれ， ζ の間で渦流を生じている.したがって浮犯の堆積
も多く，将米ますます海底が上昇するものと考えられる.イゴ切干拓地先も今回の調査では判明し
なかったが， ~E8J11と六角 )11 のミオ筋の影響でソト渦流が起り，地先が上昇しているものと思われ
る.
次lこ各測点lζbける流i勾， i浴j容の測定の他lζ，プイを流し，これを追跡することによって実際
の搬の流れを調まました.
小潮時 (8月2日)はI'I)]差が小さく，プイの移動する範関が比較的狭いと考えて測点257より
流下開始時刻を 7時30分， 81時， 81待30分(干潟1]101寺11分)の3屈にずらして3倒のプイを流下
させた.また大潮時 (8月7日)は 91寺(干潟15時27分)KiJl日点256，39:lコ、よび304から同時に3
似のプイを流下させた.プイの流れの様子を図-2.2.61こ示す.
プイの位設は，それぞれのプイに調主主総を伴走させ， 30分1'rj:にブイ付近の鋼管ぐいとの相対的
位世により決定した.さらに正磁を期するために，船依測定船(主均・社制限儀)と国造;b'よび有
明干拓淀i山上lζ設践した2カnfrの従対との11]のhli自m測定からブイの位援を決定した.
小iか1]1I;'f{乙d!IJlX257から30分間隔でおit下したプイは，いずれも六角川ミオ筋をはずれて福宮子抗i
~IIを流れ， {1ノ江での子潮時刻101l!H1分ごろから1I!j'言l・h・Iri]{ζ閤転をはじめてループをえがいてい
る.また大潮時iζ詰!日点256;b'よび39から流したプイはごj二対~]1与の151l年27分ごろまでいずれも六角)1
ミオ筋に沿って流下し，上げ潮に伴って再びほほ!ほじノレートを遡上する ~)j ， 測点 304 からの
関…2.2.6 プイの流跡
プイはほぼI将来方向に流下し，その後上げ潮にのって佐大観測i寄付近を通って平津江川ミオ筋lζ
入ってくる.なか，この mlのブイの流迷の変化を~1-2.2.7に示す.このようなプイ追跡による潮
流調査は，プイの流跡が流下開始地点， 1時刻によって当然呉なってくるために，より詳細な調査
を行なうためには，地点， 1寺刻を稜々に組合せたプイ追跡が必袈である.
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問一2.2.7 ブイのdiE:iili
2.3 :塩分挫皮
栂分濃度は Mo祉のがi酸銀総定法により，海水 1000ml中lこ含まれる士気楽盤:(g)として求め
た.海面(上関)と海IIIIT2m (τIl路〉の点で採取した試7.l<.2mllζ対して 0.2Nの的駿銀泌定を
行なった.
測定陸域は，六f1J)1 • J;~瀬 JII ・八回江bよび平洋江川i のF守口許jqと当り，これら諸河川からの流
入水と干潟産の大きい潮汐作用によって塩分濃度は空間的，時間的に複雑な挙動を示している.
浅海域の壊分濃度の変化は，均jの流れによる純潟水と塩分濃度ゼ、ロの何JI;J<.との混合比率の変化
の給来としてとらえることができる.この混合比率は潮汐作用，河川流抵;}:>'よび海底の地形など
の諸国子に影響ーされる.測定結J長を地図上i乙記入し，かつ等濃度線を拾いたものの一部を図-
2.3.1， 2.3.21ζ示す.
2.3.1 1:.¥V;分濃度の水王子分;(ri
塩分濃度はmu点、によってj、8~ に ~I~ った{院を示す.濃度の場所的・ i時間的変化は等濃度線の推移
をたどる ζ とによってその概袈を把握する ζ とができる.
主j差あるいは上， 1=:1)習のちがいによって程度は奥なるが，総体的には，六角川からH!日点257，
313， 39， 317， 303， 305を含む範illl と，平津江JII のミオ筋に沿った範囲で ~Iζ凸の等濃度線を示
しでかり，この範悶が六角川なよび王手津江川の河川水の影響を大きく受けて，相対的iζ濃度が低
いことが分かる.そしてこの中間かよび両端の範囲では岸側に凸の等濃度線を示している.
小潮時は潮の流れがあまり活発でないために，濃度は河川水の流入量l乙大きく影響され，かっ
2.3.3で述べるように，上層と中隠の濃度差が比較的大きい.したがって，干潮時に近い時間帯
では六免)1と平津江)11の両方からのびてくる等濃度線、は合流し，沖の方とは別l乙両河川の中間部
l乙閉会した等濃度線、を形成する.さらに上}認と rt躍の等濃度線は上述のような共通した挙動を示
しながらも，全体としてはかなり異なった様相を思している.一方，大潮の場合はこれとは逆rc，
濃度は湖の千泌作用によって大きく彩縛され，かっ垂直方向の混合も活発であるため，上 rド踏
の濃度差も非'訟に小さい.ζ のために等濃度線の動きは比較的単純であり，また上ド!替の去を;濃
度線の形状b'よびその勤きはほとんど同じである.
渡辺・主主島・加来・総本・王宮間・
~1-2.3.1 組分認v皮1;、よび得税m:紋 (8Ji2El)
/ 
121年30う〉 (日/1000ml) 141、¥'30分 (g/1000ml) 
ほ1--2.3.2 怒分泌皮1;、よびさ事総皮綴 (8月7El) 
次l乙国…2.3.3は小i*JlI寺にふ、ける 13g/1000mlと15g/1000mlの上層等濃度線を示す.これから，
小期待にbける 13g/1000ml線の流下するfli回23、よび 15g/1000mlH~í! の遡上してくる範囲を知る
ことができる.また大潮時は，潟水の交流が活発なために 16g/1000mlのようなかなり濃度の高
い潟水がー潮汐周期内にほぼ全域lζ分布し，六角JI河口付近lこまで;湖上してくる.
さらに， J:mì等濃度線の時期的般:移をみると，小潮時にたいては等濃度線が最も ~jl~mlこ，ある
いは洋側に接近するのは， 1主/i'Ii告の干潟jあるいは満期の時刻よりも約21寺lilfJ!皮;1，'くれるのに
対して，大対gJ1寺K:b'いてはそれらが時間的にほぼ一致している，
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i主1-2.3.3 守Uilt'~分磁波紋の H年間的変化 (8 月 2n・I:JiVi)
2.3.2 iM伎による濃度変化
~{分濃度は一般的 lこは潮位の上ド1<:1'1'なって増減する.しかし数本の河川が流入する木地 iまの
ような浅海域では現象はより複雑である.小潮時ふ、よび大潮時のj初H立(ノ'l<首長)と濃度の関係をい
くつかの測点について!な1-2.3.4， 2.3.5Ic示す.
以下，比絞的経1寺変化の激しいI::.J認の濃度についてみると，小ijYJIJ)場合lこかいては，湖伎の変
化lこ伴う濃度の変化は次のように滋々のパターンを示す.
① ほとんど濃度変化のない取は!lJl~355 ， 352など)
ご|二 j弱!日与に濃度が最小で，満期待最大となる I\~ (多少時間的にかくれがある.主lUぷ25，31な
16l 355 326 .¥ 
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際J-2.3.4 t包分泌!支と水深の関係 (8)12日)
渡辺・~!誌・力uヨ!と・藤本・す[IJ・ rl.t烏. WJir:1 :イJl.IJj!(Jj，の，iSJt利JIltζ関する
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7:30 11:30 15:30 19:30 7:30 11:30 15・30 19:30 
日年 刻 日;j: 刻 Ihi' 刻
|現1-2.3.5 Jj誌分波!支と水深の関係 (8)~ 7 El) 
ど)
@ 予告MI侍に濃度が最大で，満潮対H乙最小となる型(測点37，39など)
① 予期待と満期待lζ共l乙濃度が最小となるlli!(拠点226，210など)
43 
ζれは等濃度線が援事ltな型を示して.:b'り， 4守q乙六角川と平洋iDIIからの流入水の影響によって分
割された等濃度線、の動きによるものと考えられる.一方，大潟jの場合，河川水の彩務が比較的小
さいために，程度に授はあっても概ね予期Il与に滋)立は最小僚を示す.またj有IHをが大きいために干
潟が露出して測定不能の時刻Jo'よびiJlIJ点がキ!1当数みられた.
2.3.3 上判霞濃度差
上，中関取分濃度の差について検討するために， (中際線分濃度一上腐様分濃度)によって濃度
差を求め，局所的な変動を無視して全体の平均値を計算すると，小潮時 (8F.l2日)では+0，77gj
1000ml，大潮時では十O.15gjl000mlとなる.したがって 1日そ過してみる場合は，一般的傾向と
して，上層よりも中層の方が塩分濃度が高いζ とになる.
次に小j秒IJ待と大潮時の測定時刻f廷に金測点の平均値を求めたものを表…2.3.11ζ示す.これによ
れば，上， l:j~留の濃度差は潮位によって変化し，上げ潮時に大きく， 下げ潮時lζ比較的小さい伎
を示している.以上の傾向を示す母出としては， 2.1.2で述べた上ド踏水祖度の示す挙動l乙対
するものと全く同一であると考えられる.さらにこれを局所的にみるために小潮崎:の測点39，A 
bよび342での縫度差の変化を~1-2.3.61乙示す.社[lJ点 A のように下げj十gJIl削ζ負{返すなわち上隠の
ブiがIド照よりも濃度のおし¥3立が数ょう (355，326， 322， 303， 203， 35など)みられる.
2.4 栄養塩濃度と水素イオン濃度
河川i水と海水の混合する浅海域に存在ナる栄養様類のうち，アンモニア態室奈 (NH!-N)，硝
酸態、窒素 (NH'3-N)，:illf硝自主態謹素 (NOï-N) むよび無機リン酸イオン (PO~つの濃度測定を
凶…1.1.1ζ示すアンダーラインどを付した測点について，また水素イオン濃度 (pH)の測定を測
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表--2.3.1 上， 1' H'i続分泌皮王子均依 (li手f立:g/1000ml) 
認1]
1寺
???
2 
??
?
?
?????????????
39 
H 
2 
し H 
7:30 11:30 15:30 19・'30
(g/l いhヨ。
7:30 7:30 11:30 15:30 19: 30 
1与哀IJ
l立1-2.3.6 J1，，{分泌皮殺のIltl日変化 (8J~ 2 IJ) 
lI~j 刻
J!X256 ， 257， 39， 226:10、よび225についてそれぞれ行なった.なふ、各々の分析方法!式訪くのとおりで
ある.
NH!…N:インド・ブェノーノレ法
N03-N:ヒドラジン還元一比色法ほか
N02-N : Griess試薬による比包法ほか
POγ :モノレブデン育法
pEI :;か、ラス電極法
海水>t-qζbける栄養塩類は:1:として河JIlから供給され，その濃度は海水への河川水の混入状況
と密接な関係があると考えられる.このような観点から， 2.1.1で定義した河川水損入率が当地
域の栄養塩濃度 u二関)に与える影響をみるために， NH!-N， N03-N， PO~ +， pH Jo'よび，河川水
混入務 α の 11を IIJJ的変化を数J誌について関一2 .4 .1~2 .4.4 1と示した.
8 fJ7 日はほぼ大K9Jであり，場分濃度から言1・~\:した α の{践は2.3.1で述べたように，対gJ差の大
きい干満作用によって影響される.つまり，潮位がと奔，下降するにつれて αの依は減少・増
加するという傾向が明般にあらわれている.そして栄養塩濃度は六角JlI河口部の減点256と257の
NH!-Nを除いて，その時間的変化の傾向が αの値と非常によく符診している.また pH依も α
i!主辺・ ~U込・力日米・藤本. j!flI:1 ・ 'I~' 1る・搬 r~r : 1~'I]JJiúJのお皮利用 lζ関する恭般的研究 45 
の増減と逆の形でその時間的変化がよく一致している.また平面的には，千j初1寺lζ潟の露出部分
がかなりあるが，平津江川ミオ筋沿いのiJjl]}X(25，33や八 fH江地先のiJlU点225で栄養塩濃度が~j い.
8 H 2 El は小柳jであり， α の依はj匂 )11 水の流入虫と浅海域での複雑な潮の流れに;浮草1~ー されて，
抑j伎の変化と単純な関係がみられない.さらに栄養埠濃度や pHの1寺閥的変化は，大潮時のそれ
と g~なって α と共通の傾向がみられず，むしろ測点によって程度の還はあるが，潮位の変化に
符号した挙動を示す.また測点別には，大潮時とi母様lとJ平津江川ミオ筋沿いの測点 25，203や八
(pg atmsjl) 
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図一2.4.2 NHt-N， N03'-Nとi'iJI71<浪人率の関係 (8月78)
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関-2.4.3 POlヘpHと河JI水浪人if?'の関係 (8Ji 2日)
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時刻 JlN 刻 時刻
関 2.4.4 PO~+， pHと汚JI7l<混入率の関係 (8n 7日)
国江地先の測点226，225で栄養塩濃度が高い.特iと測点226，225では αの値が比較的小さいに
もかかわらず濃度が高いが， ζれが八回江からの流入水によるものかどうかは不明である.
2.5 浮泥議
浮泥最の測定にあたっては，まず採取した試水l乙対して水質チェッカー (U-7，kk郷場製作所
製)なよび積分球式H.T.Rメーター (SEP-7，日本精密光学 kk製)を用いて濁度を挺定した.
渡辺・生長3・加米・ 47 lζ関する基礎的研究
7持者は ppm，後夜が%単位であるために，これらの関係曲線を求め，すべて ppm単位に換算し
た.さらに一定法の試料(lOOml)について透析肢を用いてi除取処磁を行なった後に， これを乾
燥させその小lζ含まれている浮泥鼠そd!U定した.これから泌皮と浮泌tl1の関係IllJ*吸を求め，濁皮
を浮泥母 (mg/lOOOml)に換算した.
2.5.1 浮泥の流動
大泌IJ，小潮時iζj"ける浮泌の流動の様子を調べるために，各測点にお、けるよ!習の浮泌f立を各i時
間ごとに図とに記入した.これらから，浮泌i立が一定と考えられる等濃度線を拙いた.一部を
関 2.5.1，2.5.21(示す.
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?
/ o 1 2 3km 
L-Lー ムJ(mg/I000ml)7 1l~i30分
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関-2.5.1 乎泥澄ふ、よび等絞皮線 (8月2日)
/ 
121与30分
/ 
図-2.5.2 浮泥盆ネァよび等82皮綴 (8月7日)
181寺30分
全体的にみて，各}.~(の浮泥{立は下げ潮時に増加し， J:げ討~Jn寺に減少する.下げ潮時ーにかける等
濃度線の変化は，大潮，IJ、 ì~ÿJII:!ÿ-:J:~比絞的水深が浅く，しかも河川水の流れこむ率の高いi也監，す
なわち六灼川ミオ1Jj以凶の瓶三n二好1計1，ミオ1Jj以来の河口付近かよび悶造干拓沖などで大きく，
浮泥笠の変化が大きいことどを示している.上げ潮時の変化は小潮時と大i{yJfl'.yでいくらか傾向が異
なる.小潮時には上げ抑JI寺の初j切に福1若干拓沖で変化が表われ，流向が北方向l乙変わるにつれて
国造ご刊行許pでの変化が大きくなる.大潮時には，六角川ミオ筋以来にお、げる変化が大きい.また
図から明らかなように，大潮1寺の浮泥泣の変化は小潮時に比して大きく ，i手泥の流動が大潮対FIと
はげしく行なわれていることを示している.小i';yJ1寺の変化はきわめて小さい.
2.5.2 浮泥ftt の 11寺間的変化かよび水深とのI~係
浮泥蕊(上j苦，中間)と水深の時間的変化の関係を各測点ごとに留示した数例を間…2.5.3，
2.5.41ζ示す.
小潮時 lこなける浮V~滋は，水深の変化にかかわらず時間的にあまり変化しない.水深が浅い地
点でこ子潮時にわずかに変化が表われているにすぎない.またj二， ql)認にかける浮泥抵の差もほと
んど認められない(間一2.5.5).
大潮時にかける浮泌抵の時間的変化は大きく，全体的には下げiMn寺lこ増加し，上げ潮時に減少
する.すなわち，水深の大きい満期前後で浮沈誌は少なく，平均水深近くまで水深が下がると急
lこ浮泥畳が増大する.これは流速の最大となる時間に相当しているようである (2.2参照).その
後，流速が減じそれにつれて浮泥i立はJui加するが，水深の浅いiJ!IJ点と深い測点とではその傾向が
異なっている.水深の深いiJ!1j点，例えば測点 37，305， Bなどでは，干潮IF;y1こ浮泥f立は最大とな
るがその僚は小さい.これに対して，水深が浅い淵. ;'i:256 ， 39， 225などでは，干潮より前に最大
値をとり，千潮時には少レドがり，満ち初IJI;)，に再び増加してその後減少する傾向を示した.これ
は位低水深i待l乙流速がOとなって，浮況がある程度沈降准罰するものと考えられる.また，これ
ら制点にbける浮泥埜とその変化i立は相当大きい.
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大潮時rcb'ける上，中層の浮泥i誌を比較すると(関-2.5.5)，満期前後ではほとんど差はない
が，流速が大きい平均水深付近から中j爵の浮泥畳は上層のそれより大きくなり，子潮時l乙最大と
なる.
j手泥蕊の上，図-2.5.5
2.5.3 浮泥の堆積量
(1) 縫積量の実測値
浮泥の堆積;鼓を推定するため，いくつかの測点を選び(図…1.2.1)竹ぐいを立てて，そっ位置
にbける潟函の震直方向の変化;盈を測定した.しかし，水深が大きい場所ではくいを立てる ζ と
やそのあとの測定が非常に困難であること，水深が浅い場所では観測船の移動が不可能であるこ
と，b'よび精度の高い結来を得るためには長期間にわたる測定を必要とすること，などのために
未だ十分な結果を得るに至っていない.現在までに待られた給来のみを表示すると表-2.5.1のよ
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表-2.5.1 ガタゴニ:iffi積ま量調査 (数字は竹の天端からの長さ:cm) 
iJlIJぷ 50.7.18 50.9.6 50.9.16 51. 3.18 J:jlも1:ITl:
229 135.0 135.0 138.0 -3.0 
237 Ic 5 ~番目58の4フシ)
261 134.5 155.0 -5.0 
263 198.0 
259 196.0 
4本竹 247.0 
252 82.0 76.0 6.0 
256 52.0 55.0 -3.0 
255 90.0 
246 124.0 
228 128.0 115.0 13.0 
227 69.0 
216 109.0 
うになる.この結果から結論をうることはできないが，測点252と228にbいてそれぞれ 6cmと
13cmの堆穫がみられる.これらの点は水深が浅く，大潮時K.1:>'ける浮泥;誌の変化が大きい位置
にあり，堆穫量も棺当大きいことが予想される.測点229，256では 3cm程度の洗扱が測定され
ているが，これらはミオ筋に~り，つねに流速が速く洗掘傾向にある ζ とが予想、される.乙の測
定は今後引き続いて行なう予定である.
(2) 堆積量の推定
浮泥のま伎積立fよび洗振の機構は，流速の水平あるいは丞直方向の変化，水深，海嵐面のコウ配，
塩分濃度さらには風波の影響などの要盟lζ関係し，非常に複雑である.ここではとれらの要因を
単純化した堆積盤の推定を試みた.
ある区E習をとり，その匹画iζ入ってくる浮泥最と，出ていく浮泥:誌の差が堆積量であり，さら
に上げ潮時に入ってきて，下げ潮時lζI:l:lていくものと考えると
① 各時間毎l乙各測点で出入する浮泥:盈，すなわち浮泥の通過f置は土の高さで表わすと次式の
ようになる.
i字泥通j~)!:==7i阜市一xl00xHG.，xl000 
M:浮泥;霞 (mg/l000ml)
H:水深 (m)
G，:土の比重
@ 上げ潮時必よび下げ潮時の平均通過量 (B，A)を求め， (B-A)を1潮汐1[.1:>'ける堆積量
と考える.
@ 1日l乙干潟が2毘あり 1年は 365日であるから年間堆積盤は次のようにして求められる.
年問機積盤=(B-A) x2x365 
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以上のような手般による計算結果を図 2.5.6，2.5.7に示す. これによれば，小搬を基準とし
た場合は洗郷，持f~絞共 lこ依が小さく，堆積の最大でも1.8cm であった.大潟jを基準とした場合
はそれらの値は大きく，特lζ六角川河口付近(測点256，250， 257， 260)で大きな:I:!t積傾向を示
した.その最大は測点250で 15.9cmとなった.全体的には准積傾向を示すが，六角川沖合(測
点39)，平津江川ミオ筋沿い(測点31，265) rこ洗書誌が生じている.年間取る1査は，小刻9Jを基準と
すると過小となり，大潮を基準とすると過大となるであろう.したがって実際の唯積;塁は罰-
2.5.8K示すように両者の平均{底的なものであると考えられる.
図-2.5.6 小潮を基準とした年i関増税滋 ~…2.5.7 大I'IJJを蕊傘とした年間耳f[穣;尽
図一2.5.8 小潮と大潮の平均による年i窃堆積鐙
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2.6 海底土の土質
浅海域の海底土の土質分布を調3をするために，関-1.3.1!と示すように，ifif:象調査地域内lζ4本
の測線を設け，これに沿って試料土を採取した.
これらの試料について土粒子の比軍試験;J~'よび粒皮試験を行なった.なか粒度試験lζj祭しては
透析flセJレローズチューブを用いて， 481時間のi徐塩処理を行なった.また分散剤としては 0.4規
定のヘキサメタリン酸ソーダ溶液を使用した.実験結果をまとめたものを表-2.6.HC，また粒度
曲線を悶 2.6.11乙示す.
六角川ミオ筋沿いの海底土の比重は2.54-2.65となり，他の地点の依 (2.66-2.70) と比絞し
でかなり小さい.また粒度試験の結果を三角度採分類法にしたがって分類すると，粘土 (12点〉
が最も多く，粘土質ローム (3ぷ)，砂質粘土ローム (3点)，シノレト質粘土(1点)の1肢となっ
ている.六角)1ミオ筋沿いではほとんど粘土であるが 平津江川ミオ筋沿いでは河口から沖に行
くほど粒径の大きい土粒子が多くなる傾向がみられる.八回江の流路沿いでは，はっきりした傾
向がみられない.
表 2.6.1 海底表ことの土質試験主主来
校後分布 三角度総による
流 路 採土地点
妙(96)分 Iシノ(レ形ト〕分約(ゴ%二)分 比 il 4詰
考4
(ミオ筋〉 土の分類名
平津江JI i'I1J11磁波l協lij 15.7 39.3 45.0 2.678 私立
ミオ筋 1 13.9 26.1 60.0 2.634 *，lj 
計jl 灯 4に'I、 33.2 28.8 38.0 2.709 */j こと 只がら混り
31 42.3 36.2 21.5 2.671 ねiニiニ質ロー ム 貝がら混り
33 61.0 13.0 26.0 2.678 I沙質粘土ローム 災がらf昆り(多)
265 68.7 11.0 20.3 2.702 砂質約二i二口一ム 貝がら，木Jt滋り
八回江 215 46.7 28.8 24.5 2.690 才市土質ロー ム sQがら滋り
東側の流路 212 28.2 49.8 22.0 2.679 粘土質口一ム
210 0.9 66.6 32.5 2.673 シノレト質粘土 貝がら混り
208 67.6 11.9 20.5 2.678 砂2主総ニヒ口一ム 貝がら滋り
八回江 227 6.0 45.6 48.4 2.637 品目 ニk
西側の流路 226 31.0 47.0 22.0 2.667 粘土質ローム
225 13.0 50.0 37.0 2.653 f，lj 土 貝がら滋り
37 1.7 34.3 64.0 2.623 Pil こと 貝がらI昆り
六角 JI 佼ノ江総下 6.5 32.5 61.0 2.543 車内 土 石炭混り
ミオ筋 綴点，目r赤江分色灯流地台 2.0 31.0 67.0 3.688 平占 ゴ二 兵がら混り
256 8.1 28.4 63.5 2.648 粘 ゴ二 sQがら，*の禁J昆り
250 10.9 25.6 63.5 2.629 本占 土 貝がら混り
257 29.5 41.0 29.5 2.589 粘土質ローム
39 4.5 38.0 27.5 2.597 品百 土 貝がら滋り(多)
303 6.1 37.9 55.0 2.620 FJi 土 兵がら滋り(多)
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本報告は，右耳Jj海の高度利用lζ関する調査研究のー潔として，昭和49年度の平津江JIミオ筋沿
いの調査に引き続いて，昭和50年度1(1なった調査の成来をまとめたものである.その調3室内容
は ①8月2E1の小潮時と 8月7EIのほぼ大潮時の2間にわたる，水温，流向，流速，塩分濃度，
栄養指;濃度，浮泥i誌などの海象調衣 涼泥の:I1f~総量調主主 ③海底土の土質調査で‘ある.これら
の調蕊のSJi来，次のような成果が得られた.
1. *i，誌は 25~340C であり，河川i水混入率と 1t絞的 i匂い相関伎をもち，浪人率の増加につれ
て上昇する.
上，I=t踏の温度差は大潮時よりも小潮時の方が大きく，かつ小潮時では上げ潮に大きく，下げ
討yJlF.'j.に小さくなる.
2. 流速は満潮時と干潮時に最小依を示し，王子均水深に近いところで最大値を示す.
最大流迷は， IJ¥湖1寺で Oふn/s巴C，大潮時で1.6m/sec程度である.
3. 塩分濃度の経1寺変化は，大潮時には潮位変化とよく符合するが，小期待には場所によって
複雑な変化告示す.
塩分濃度は一般に上層よりも中踏の方が大きい僚を示す.また，上，中層の濃度差は抑H立によ
って変化し，上げ潮時に大きく， 下げ潮時l乙小さい値を示す.
4. 栄養槌濃度の経1寺変化は，大潮時にふ、いては河JI水混入率のそれと非常によく符合する.
5. 浮沈1ftは比絞的水深が浅く，河川!水の流入するι与の高い地区で大きく変化する.小潮時は
浮泥泣の終~I時変化が小さく，大潮時は，流速が大きくなる平均水深近くで浮流量は最大を示し，
r~，ij千潮時には減少する.
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6. i字泥域積;監の実誤Ij結果，71<深の浅い{';i分では喰積，ミオ筋部では洗掘の傾向を示した.単
純な仮定のもとで浮泥堆積査の推定を行なった結果，年堆積;塁の最大値は小討ifJあるいは大潟jを基
準とした場合，それぞれ1.8cm，15.9cmとなった.
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